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ラ
グ
ビ
ー
機
関
紙「
奈
良
ラ
グ
ビ
ー
」第
38
号
の
発
刊
に
際
し
、
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
チ
ー
ム
で
の
普
及
・
育
成
・

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
福
井
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
奈
良
県
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
理
事
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今

後
と
も
本
協
会
の
益
々
の
発
展
に
向
け
て
、
理
事
長
と
し
て
の
職
責

を
全
う
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
９
年
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
さ

れ
て
、
早
く
も
４
年
が
経
ち
、
本
年
９
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
か
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
に
携
わ
る
方
々
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の
は
、
や
は
り
前
回
の

ジ
ャ
パン
の
活
躍
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
も
う
一
度
あ
の
感
動

を
と
願
う
の
は
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
々
が
願
う

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
も
う
一
度
決
勝
リ
ー
グ
に
進
出
し
世
界

の
壁
を
打
ち
破
っ
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
奈
良
県
内
の
通
常
の
主
行
事
の
大
き
な
大
会
を
見
て
み
ま

す
と
、
コロ
ナ
の
第
５
類
引
き
下
げ
に
伴
っ
て
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
各
大
会
が
通
常
と
お
り
開
催
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
県
大
会
及
び
県
卒
業
試
合
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
県

若
草
杯
、ス
ク
ー
ル
、中
学
、高
校
生
の
全
国
大
会
県
予
選
、大
学
生

の
関
西
大
学
ラ
グ
ビ
ー
等
な
ど
で
す
。

　

近
年
の
奈
良
県
チ
ー
ム
は
、ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
見
て
も
安
定
し
た

強
さ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。各
チ
ー
ム
に
お
か
れ
ま
し
て
は
練
習
で
培
っ

た
ス
キ
ル
を
思
う
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
に
奈
良
県
ラ
グ

ビ
ー
の
存
在
を
表
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。８
年
後
に
は
奈
良

県
で
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。新
た
な
目
標
に
向
か
っ

て
奈
良
県
ラ
グ
ビ
ー
界
が一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
奈
良
県
ラ
グ
ビ
ー
の
安
全
で
楽
し
く
、し
か

も
力
強
さ
と
機
敏
さ
を
兼
ね
備
え
た
ラ
グ
ビ
ー
の
発
展
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。そ
の
た
め
、
協
会
と
し
ま
し
て
会
員
の
皆
様
に
は
よ
り
充
実

し
た
チ
ー
ム
の
推
進
を
し
て
頂
け
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理事長
山下  幸司

奈
良
ラ
グ
ビ
ー
第
38
号
の

発
刊
に
寄
せ
て

理事長あいさつ 奈良県ラグビー
フットボール協会
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（会員名簿順）
日本ラグビーを支える特集1 スクールの紹介

　生駒は近鉄奈良線の主要駅であり、古くから近鉄ラグビー部

関係者が多く住まうこともあって、日本ラグビーのレジェンドで

もある坂田好弘（現日本ラグビーフットボール協会顧問）が設

立を提唱。1975 年 6月 8日、規約もユニフォームもないまま子

供たち20 人、コーチ 8人が生駒東小学校に集まって楕円球を

追った。奈良県でも最も古いラグビースクールとして、再来年

の 2025 年には、創立 50 周年を迎えることになる。

　「ラグビーを大好きになってもらいたい。」当クラブが一番大

事にしている点です。

　ラグビーの楽しさをクラブで知り、クラブを卒業してもラグ

ビーを継続したいと思うラグビー好きな子供になってほしい。

それが、クラブの目標であり、願いでもあります。クラブから離

れて、仮にラグビーから遠ざかることが有っても、またラグビー

をやりたくなったら、いつでもふらりと戻って来て、仲間に戻れ

る、そのようなクラブでありたいと思っています。いつの日に

生駒ジュニアラグビークラブ
か、自分の子供を連れて戻ってきたくなるようなクラブでありた

いと思っています。

　この 50 年の間にクラブを卒業していった子供たちはゆうに

1000 人を超えます。中には 3 世代にわたる会員や、子供だけ

でなく、夫婦でラグビーをプレーして楽しむ姿も見られます。こ

れからもそのような暖かなクラブでありたいと考えています。

　「ラグビースクール」ではなく、「ラグビークラブ」の名称には

こだわりがあります「元々、設立時には、ヨーロッパ型のクラブ

を目指し子供を主役において、このクラブに携わる人全てが楽

しめるようにと名付けました」現在では、小学生、幼児、中学生

の会員を抱えるほか、保護者とコーチからなるラグビーチーム

の生駒クラブ、ママタグのチームも子供たちと一緒に活動して

いる。コーチ・保護者を含めてクラブに携わる皆が楽しめるク

ラブでありたいと考えています。

　1998年3月14日「キッズラグビーとりみ」の前身である「鳥見ラ

グビークラブ」が誕生し、今年、創立25周年となりました。

　当初は、鳥見小学校の運動場の片隅で、他の運動クラブの練

習の邪魔にならないように練習が始まりました。次に地域スポ

ーツとして認知してもらい、クラブとして活動していける環境を

作る必要がありました。どんなクラブにしたいのか発起人の思

いをクラブ設立の趣旨に賛同してくれたコピーライターの方に

まとめていただき、モットーは「ラグビーであそぼう」に決めま

した。

　また、保護者のみんなからクラブ名を募集し「キッズラグビー

とりみ」と命名しました。

　さらに規約の制定などクラブの組織化に着手するとともに、

ユニフォームの必要性を保護者に説明し、子供たちの意見を取

り入れた現在のユニフォームが誕生しました。なお、ホームペー

ジもこの年に開設しました。

　一年後、学校・地域・他団体に、ようやくクラブとして認知さ

れ、現在練習しているスペース（運動場の半面）の確保ができま

した。また、この年1999年に奈良県協会に加盟し、奈良県ミニ

ラグビーカーニバルに参加いたしました。とりみとして単独で

試合に参加できたのは、幼稚園・１年・２年だけで、３年生以上

は、生駒少年ＲＣのメンバーとして参加させていただきました。

対外試合は初めてで、どうなる事かと心配してましたが、子供

たちはそれなりに楽しんでいました。

　2000年：１人、2001年：2人、2002年：2人の卒業生を送りまし

た。この子たちは、とりみの単独チームで出場できなかった子

供たちです。その卒業生の一人が後輩に贈った言葉です。「僕

たちは人数が少なくて自分たちのチームで試合に出られなかっ

たけど、みんなは「キッズラグビーとりみ」として試合ができるの

だから幸せです。」

　私達指導者は、子供たちに試合をさせてやりたいとの思い

で、他のチームに入れてもらい試合に出場できることで満足し

ていたのですが、子供たちは自分のチームで試合がしたかった

のかと子供たちのとりみに対する思いを痛感しました。それか

らは、募集活動を毎年2月に行うようになりました。結果、常時

100名を超えるクラブとなっています。

　また、発足2年目にしてママさんたちはタグラグビーチームを

立ち上げました。当時のママさんの一人は、今でも毎週いい汗

を流しています。

　このように発足から3年間で、現在のクラブの組織運営の基

礎が出来上がりましたが、その間、このクラブに様々な職業の

人が集まり、その知識や経験をもとにクラブの運営や子供たち

への指導はもちろんのこと、子供たちのため、クラブのために、

規約・ホームページ・部員募集用のポスターの作成、夏合宿・リ

クレーションの企画などに、たくさんの方々が携わって下さい

ました。その後も、新しい人が同じ思いでクラブを成長させてい

ってくれています。そして、2017年には、ラグビーマガジンカッ

プ関西大会で関西代表に選出され、12月24日　東京味の素ス

タジアムに連れて行ってくれました。子供たちから忘れられな

いクリスマスプレゼントをいただきました。

　これからも、「ラグビーであそぼう」をモットーにクラブが発

展し、クラブの卒業生が自分の子供を連れて家族で入会するこ

とになれば、それが「キッズラグビーとりみ」の新たな一歩とな

ると思います。

キッズラグビーとりみ

2017 年ラグビーマガジンカップ関西代表 ( 味の素スタジアム )

　橿原ラグビースクールオークスは、1992 年に創設し、今年で 31

年目を迎えます。多くの卒業生がラグビーというスポーツの魅力に

触れ、なかまとともに目標に向かって力いっぱい取り組むことの大

切さを感じ、現在も高校、大学、リーグワン等のラグビー界のみな

らず、様々なところで活躍してくれています。

　今後は、より多くの子どもたちにラグビーを通して、ラグビーから

橿原ラグビースクールオークス

でしか学ぶことができない多くのことを伝え、地域に根ざ

した活動を続けていきたいと考えています。子どもたちの、

楽しい！うまくなりたい！勝ちたい！もっとやりたい！という

前向きなきもちをしっかりと後押しできる、そんなスクール

であり続けたいと思っております。

　今後ともよろしくお願いいたします。

女子タグチーム

6 7



4 年ぶり64回目の全国大会へ
　年末年始に行われた第 102 回全国高等学校ラグビー大会に、

天理高校は 64 回目の出場を果たした。B シードにより 2 回戦か

ら花園ラグビー場に登場した。

　大会前からマスコミが注目したのが、松隈孝成選手と田仲功栄

選手。2人とも祖父から3代続けて、純白のジャージに袖を通した。

松隈選手の祖父は監督として全国を制した名将。田仲選手の祖父

は 42 回大会の優勝メンバーであり、関西ラグビー協会理事長とし

て全国大会実行委員長を務めるなど、ラグビー界に多大の貢献を

した方でもある。

　

粘り強い戦いでベスト4（3位）に
　初戦の 2 回戦は、青森山田に後半に苦戦を強いられたが 29－

15 で勝利。この試合いでは、先の田仲選手が前半早々に 2 つの

トライを決めた。3 回戦の相手は、島根の石見智翠館。前半は 5

－5 で折り返す。後半は 1トライ1PG で相手を1PG の押さえてな

んとか 8強に進んだ。準々決勝は、同じBシードの長崎北陽台戦。

序盤に要所でミスが出て苦戦ではあったが、少ないチャンスをト

ライにつなげロースオアゲームを制し 18 年ぶりにベスト 4 に進出

した。

　準決勝戦の相手は春の選抜大会優勝校の報徳学園（兵庫）。

前半は 2トライを先行され 0－12 とリードされる。12 点を追う後

半、モールを押し込んでトライにつなげたが、相手の連続攻撃に

対応出来ず、12－26で決勝進出は果たせなかった。

直近10年でベスト8以上 8度・・・
高レベルの奈良県チーム
　この10 年（93回大会から102回大会まで）の奈良県チームの

全国大会における戦績は、準優勝が 2 度（御所実業）・ベスト 4

が2度（御所実業1回、天理1回）・ベスト8が 4度（御所実業1回、

天理 3回）である。トールすると、直近10度の大会で、奈良県チー

ムがベスト 8

以上の戦績を

8 度にわたり示

してことにな

る。2 年前の天

理大学の全国

制覇と合わせ

て、奈良県ラグ

ビーが高いレベ

ルにあることを

証明している。                            

　　　　　　　

　　　　　   

　今を遡ること46年前、昭和52年に奈良盆地の中西部、北葛城郡広

陵町で広陵少年ラグビークラブは創設されました。当初は10名の選

手とコーチ3名の小所帯で、部員集めのビラ配りに奔走しながらの

細々とした活動に明け暮れる日々でありましたが、その後部員数も

順調に増え、今日では、部員数120名余（パパママタグチームを含め

ると140名余）、コーチングスタッフも40名を数える、県内でも有数の

スポーツクラブになりました。

　当クラブから巣立った卒部生も450名に達し、リーグワンに所属の

光井勇人選手（レッドハリケーンズ大阪）、竹山晃暉選手（埼玉パナソ

ニックワイルドナイツ）、湯川純平選手（リコーブラックラムズ東京）、

和田悠一郎選手（トヨタヴェルブリッツ）をはじめ、各カテゴリーの

第一線で活躍する選手を多数輩出しています。

　広陵少年ラグビークラブでは、当クラブ規約に定められている5つ

のスローガン（「挑戦」、「懸命」、「謙虚」、「継続」、「思いやり」）ととも

に、「ラグビーだけを学ぶ場所じゃない」を合い言葉として、チームプ

広陵少年ラグビークラブ
レーを通じ、目上の人や友人を大事にする心の醸成、子供らしい明るく溌

剌とした精神の育成に向けた選手指導に引き続き注力していきたいと考

えています。

　現在、幼児から小学6年生までの児童を中心に活動している当クラブ

ですが、周辺地域にはラグビー部が設置されている中学校が存在せず、

卒部後もラグビーを続けたいと考える子供達にとって大きな障壁となっ

ています。

　今後行政への要望

や関係機関への働き

かけを通じ、卒部後

も心おきなくラグビー

ボールに触れること

ができる環境作りに

向けて、これからも尽

力していく所存です。

　2020 年にスクール開校。

　タグラグビー、タッチラグビーを中心にしたラグビースクールを展開。

　2023 年で 3 年目になります。卒業生では畝傍高校のラグビーに在

asukaラグビースクール
籍しているＯＢもおります。

　現在はタグ、タッチラグビーを中心に行っておりますが、出来るだけラ

グビーを子供たちに知ってもらう為に、コンタクトプレーや専門的なデイ

フェンスなども練習してラグビー自体を知ってもらえるような練習を目指

しています。

　私自身が学生時代ラグビー部に在籍していました。

　また現在は様々な競技選手のトレーナーとして活動しております。その

経験を活かし、ラグビースキルだけでなく、フィジカルの部分や走り方な

どの今後必要となる身体の使い方などの特化した練習を行っています。

　怪我人がなくみんなが試合に出れるような取り組みを行っております。

　　　　　　　　　　　　　（野島竜一）

　1971年、櫛引英吉氏（元天理大学ラグビー部監督）複本吉雄氏（当
時天理大学教授）が中心となって創設。『子供達一人一人の個性を伸ば

し、子供達もコーチも共々にラグビーを楽しむ』という主旨のもと、こ

れまで練習、試合を行ってまいりました。現在は天理市の親里競技場

をホームグランドとして毎週土・日の午前中に練習しています。選手は

幼児（年中）~6 年生、Jr タグ（~6 年生女子）、ママタグさん（選手の

ママさん中心）合わせて約130名、コーチは約40名で活動しております。

これまでやまのベラグビー教室を菓立った多くは中学校、高校、大学、

社会人、ジャパン選手に至るまで多くのラグビー選手を輩出してきまし

た。最近では前回リーグ1優勝チームキャプテン立川理道選手（クボタ）。

現在天理大学ラグビー部コーチハッ橋氏（神戸製鋼）。熊谷正直氏（ト

ヨタ自動車）。井上大介氏（クボタ）。以上がジャパンに選ばれた方です。

現在リーグ１で活躍している選手は 8 名います。

　これからも『一人一人の個性を大切にしつつ、互いに助け合いながら

子供達もコーチも共々にラグビーを楽しむ』精神、方針を継続していき

たいと思います。

　2021 年やまのベラグビー教室は創立 50 周年を迎え ました。

そして 2022 年 6 月に『やまのベラグビー教室創立 50 周年記

念式典並びに記念試合』を開催しました。これまでの皆様方の

暖かい応援、ご支援に厚く御礼申し上げます。

やまのべラグビー教室

天理高校ラグビー部
全国大会で久しぶりのベスト4（3位）に特集2

天理高校ラグビー部
全国大会で久しぶりのベスト4（3位）に

【写真提供・道友社】
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U12女子ラグビーについて
●昨年、親里競技場で行われたU12女子ラグビー交流会
に高学年の女子が「まほろばガールズ」として出場い
たしました。初めての女子だけの試合では、楽しそう
に思い切りのいいプレーをしていました。

●そこで、今年から毎月の合同練習とU12女子交流試合
に出場することを目標にして、各スクールに呼びかけ
実施する運びとなりました。
　　責任者については、橿原ラグビースクールの指導者
でC級レフリーの資格をお持ちの志岐氏にお願いし練
習計画立案及び指導をしていただいております。

●現在の人数は、6年：6人、5年：4人で活動していま
す。昨年の卒業生2人は、現在、奈良北ジュニアラグ
ビースクールで汗を流しています。

●今までは、高学年になると男子と一緒にラグビーをしたくな
いということで、タグに転向したりやめたりする子供がいま
した。そこで合同練習では、女子タグチームにも声をかけて
興味のある女子の発掘を試みています。このような女子だけ
の環境を整備することにより、高学年になってもラグビーを
続ける子供が増え、中学・高校・大学につなぐことができれ
ばうれしく思います。

●また、「まほろばガールズ」のユニフォームの作成を検討し
ていたところ、保護者の一人から協賛の申し出があり、お
そろいのユニフォームを寄付していただきました。まほろば
ガールズのジャージとして大切に使用いたします。本当にあ
りがとうございました。

●今後とも女子ラグビーに対し皆様のご協力をよろしくお願い
いたします。

● 練習

　毎月1回

● 試合

　・6月17日（土）関西U12 女子春季大会　　大阪鶴見緑地球技場

　　京都 0 VS 奈良 65、兵庫10 VS 奈良 24　・・・2戦 2 勝

　・11月11日（土）関西U12 女子秋季大会　　大阪鶴見緑地球技場

● クリニック等

　・追手門学院大学 VENUSラグビークリニック（9月18日）

　・国体奈良県女子ラグビー代表の練習会参加（8月11日、12日、20日）

2023 年度　練習・試合予定等

おそろいのラグビージャーで

高橋　一博普及育成　（タグラグビー）
●奈良県のタグラグビーは、タグラグビー委員会を中心
に、定期的な情報交換や、チーム間交流も盛んに行わ
れ、タグラグビーの普及とともにラグビーの普及活動も
積極的に行っています。特に、高校や大学ラグビー部と
の連携も大切にしており、ラグビーとタグラグビーの接
点を作ることにより、一人でも多くの子どもや大人にラ
グビーやラグビーボールに触れる機会を作っています。

●6月には帝塚山大学ラグビー部がタグラグビー交流大会
を開催。天然芝に生まれ変わった素晴らしいグランド
で、子どもも大人もタグを楽しむとともに、ラグビー体
験や大学ラグビー部員とのタタグラグビー対決などで大
いに盛り上がりました。

●今後の予定においては、奈良教育大学ラグビー部が、小
学生を対象にしたラグビー体験会とタグラグビー大会を
企画してくれています。将来の指導者となる教育大ラ
グビー部員、マネージャーの皆さんが、ラグビーへの貢
献を考え、ラグビーの普及を進めたいという思いから、
自ら行動を起こしてくれている姿に、普及に関わるメン
バーは大きな力を頂いています。タグラグビー委員会と

してもしっかりとバックアップし、活動を支援してきた
いと考えています。また、奈良商工高校においては、毎
年学校を上げて、朱雀カップを開催してくださっていま
す。今年度も10月に開催予定です。

●多くの小学生や保護者がタグラグビーを通してラグビー
と出会い、そして、県内のチームの活動を知るととも
に、ラグビーを応援してくれるようになればと思ってい
ます。

　

6月17日     帝塚山カップ

7月30日　  奈良県タグ合同練習会

9月10日 　 奈教フェスタ（奈良教育大学）

10月14日　朱雀カップ（奈良朱雀商工高校）

12月3日 　 第20回SMBC全国タグ大会奈良県予選・

                  阪神装路カップ（天理親里）

1月21日　  SMBC近畿ブロック予選（滋賀県）

3月10日　  第13回若草杯（天理親里）

県内タグラグビーの活動
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●日頃よりご支援をいただき、誠にありがとうござい

ます。2022年度高専委員会の報告をさせていただき

ます。

●近畿高専ラグビー大会は、11月12日に鶴見緑地競技

場にて行われました。神戸市立高専との決勝では、

試合の序盤からお互いにスコアを重ね、前半を14対

10で折り返しました。

●後半に入り膠着状態が続きましたが、中盤での攻撃か

らディフェンスラインを突破し、トライを奪うことが

できました。その後トライを取っては取られる展開

となりましたが、28対22のスコアでノーサイドを迎

え、4年連続9回目の優勝となりました。常にリード

をし、主導権を握ったまま試合を進めることができま

したが、全国大会に向けてディフェンスに対する課題

が残りました。

●第53回全国高専ラグビー大会は、1月4日から神戸総

合運動公園にて行われました。奈良高専の初戦は長く

凌ぎを削り合ってきた仙台高専（名取）との対戦とな

りました。試合の序盤、お互いキックからチャンスの

糸口を掴もうとする展開でしたが、ゴール前に攻め込

まれたところ、ディフェンスの綻びを突かれ先制のトラ

イを失いました。その後精神的な焦りからペナルティを

重ね、もどかしい時間帯が続きました。そして迎えた30

分過ぎ、相手ゴール前ラインアウトからモールによりト

ライを奪い7対5とリードしてハーフタイムとなりまし

た。後半に入り、お互いに１トライずつを重ね14対10

となりました。後半からは、仙台の攻撃をディフェンス

でペナルティを獲得し、優位な流れを作ることができて

いました。ノーサイドまで残り5分、安定したディフェ

ンスにより攻め手を失った仙台がボールを前方へ蹴り出

しました転がったボールは予期せぬバウンドを見せ後逸

したところを首尾よく相手選手の懐に収まりインゴール

へと走られました。14対15となり、残り数分、仙台の

攻撃を決死のディフェンスによりペナルティを獲得しま

した。そこから最後の攻撃を仕掛けましたが、健闘むな

しくノーサイドの笛の音を聞くことになりました。

●5連覇を目指す選手たちにとって、あまりに早い終焉と

なりましたが、その道程には確かなものがあり、多くの

方々からの支えがありました。これから再びゼロからの

スタートとなりますが、日々の感謝を忘れず、確かな歩

を踏みしめながら前へと進んでいきたいと思います。こ

れからもご指導のほど、よろしくお願いいたします。

●昨年度の活動を振り返ると、新型コロナウィルス感

染症の影響はあるもののなんとか公式戦を行うこと

ができました。

●第102回目となる全国高等学校ラグビーフットボー

ル大会は制限つきで有観客試合で行われましたが無

事開催することができました。大会には天理高校が

出場しました。Bシードで出場し2回戦は青森山田と

対戦し29‒15で勝利、3回戦は石見智翠館と対戦し

て15‒8で勝利、準々決勝は長崎北陽台と対戦し8‒5

で勝利、準決勝は報徳学園と対戦し、12‒26で敗退

し3位という結果でした。

●第74回近畿高等学校ラグビーフットボール大会は、

和歌山県で開催され、天理高校、御所実業高校、の

2校が出場しました。天理高校は１回戦大阪桐蔭（大

阪）と対戦し、5‒20で敗退しました。御所実業高校

は１回戦で熊野高校 （和歌山）と対戦し124‒7で勝

利し、2回戦常翔学園と対戦し、41‒31で敗退しまし

たが、選抜大会の第5代表決定戦で京都成章と対戦し

7‒17で敗退し選抜出場はかないませんでした。

●最後になりましたが、平素より各大会、行事等にグラ

ンド等を提供していただいている各校・各施設関係

者、レフリー委員、医務委員の先生方をはじめとする

県協会の皆様のご支援、ご協力があり各大会、行事等

の運営を円滑におこなうことができました。今後とも

ご指導、ご協力よろしくお願いします。

●日頃は奈良県大学ラグビー発展の上にご尽力いただき誠

にありがとうございます。

●昨年度の県内各大学チームの成績ですが、関西大学Ａ

リーグの天理大学は優勝を逃し2位。その後に行われた

全国大学ラグビー選手権でも2年連続のベスト16にと

どまりました。Ａリーグ2連覇の京都産業大学は、初の

全国大会決勝進出を僅か１点差で阻まれましたが、全

国で通用する力があることを示してくれました。今年

のＡリーグも京都産業大学が中心になるといわれてい

ますが、天理大学としてはなんとかそれを乗り越えた

いと思います。

●Ｃリーグの帝塚山大学は、グループリーグ3位でトップ4

の上位トーナメントに進めず、中位トーナメントで5位

を確保。残念ながら入替え戦に出場することはできませ

んでした。今シーズンの奮起を期待しております。

●奈良教育大学が所属するＤリーグは、昨シーズンから

合同チームを2チーム認めました（オープン参加のた

め順位はつかず）。これにより6チームでリーグ戦を

戦いましたが、5試合が棄権試合となるなど部員不足

の影響は簡単には解消できないようです。奈良教育大

の成績は棄権試合2試合を含み3位でした。また、関西

大学リーグを休会中の奈良県立医科大学ですが、今年

は4年ぶりに開催される第75回西日本医科学生総合体

育大会に、大阪大学、滋賀医科大学と合同チームを作

り参戦します。是非とも頑張っていただきたいと思い

ます。

●今年はワールドカップイヤーということで、ジャパン

チームの活躍によりまた再びラグビー熱が盛り上がる

事を期待しつつ、奈良県各チームのご活躍をお祈りい

たします。

●本年も理事並びに会員の皆様のご協力を賜り、「奈良

Rugby 第38号」を発行することができました。これは

奈良県ラグビーフットボール協会が、県内のラグビー

ファンに留まらず、一人でも多くの方に、奈良のラグ

ビー情報とその魅力を伝えたいとの思いから年1回発行

している機関誌です。

●本年度より田中が広報担当となりました。これからも

奈良ラグビーの魅力を県内外に発信できるよう、皆様

方のご意見を聞きながら、また、様々な情報発信ツー

ルの活用も視野にいれて、編集委員の方々と共に活動

していきたいと思います。今後ともご支援、ご協力の

ほどを宜しくお願いいたします。

●最後に、機関誌発行にあたり、ご多忙の中、快く原稿

依頼を承諾してくださった執筆者の方々、広告掲載に

ご協力くださった皆様方に紙面を借りまして、御礼申

しあげます。

広報 田中　善教
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ジュニアの報告
●第44回関西中学生大会Bトーナメントで奈良県スクール

選抜が22年ぶりに優勝しました。

●初戦の徳島県選抜戦は前半に2本先取される展開でした

が、前半に同点に追いつき、後半はリザーブ選手全員が

出場し、38-24（12-12）で勝利しました。

●準決勝の愛媛県選抜とは前半5-3と両チームDFがしっか

りとしロースコアの展開でした。後半開始早々愛媛県選

抜が40mのペナルティーゴールを決め5-6と会場が盛り

上がり奈良県にとっては嫌な雰囲気になりましたが、結

果ノートライに抑えて26-6（5-3）で勝利でき、2年連

続で決勝戦へ進みました。

●決勝の相手は優勝候補筆頭の広島県選抜に準決勝で勝利

した岡山県スクール選抜でしたが、前半から奈良県の選

手の意気込み、勝ちたい思いが勝り35-14（14-0）と

リザーブ選手全員が出場しての勝利となりました。今

大会から試験的導入のハイタックルが厳しく取られま

したが助けられたシーンもありました。次は11月の全

国大会予選に向けて10月より選抜活動を再開します。

女子の報告
●鹿児島で開催される特別国民体育大会（燃ゆる感動か

ごしま国体）の近畿ブロック大会が8月31日に兵庫県三

木市のみきぼうパークひょうご第1球技場で開催され、

奈良県女子としては数大会ぶりの参加となります。女

子の強化が思うように進まない中、8名の女子選手がエ

ントリーしてくれました。今年の本選出場は厳しいか

もしれませんが、2031年の地元開催に向けて、奈良県

女子ラグビーが再始動します。応援よろしくお願いい

たします。

強化 種村　和也

奈良県スクール選抜集合写真

松塚　佳也

●日頃より県下中学校ラグビー部の諸活動にご協力いただ

き、感謝申し上げます。2022年8月以降の活動について報

告します。

●2022（令和４）年8月22日、29日に行った第72回中学校

総合体育大会では、河合二、郡山、天理、天理西の４校が

参加、準決勝で１戦目は河合二が天理西を90－0で破り決

勝へ、一方の郡山－天理は0－69で天理が決勝へ駒を進め

ました。決勝戦では28－5と終始安定した力を発揮した天

理が河合二を退け優勝しました。この結果により天理は奈

良県開催の第71回近畿中学校総合大会に出場しました。

●近畿大会で天理は1回戦で東海大学付属大阪仰星高等学校中

学部（大阪府）に善戦するも34－10で敗れました。なお、

この大会は天理を退けた東海大学付属大阪仰星高等学校中

学部が決勝戦で、京都府代表の京都市立洛南中学校と一進

一退の接戦となり、結果19－19の両校優勝という結果でし

た。

●2023年（令和5年）になり、奈良県中学校新人大会は7人制

で、河合二、郡山、天理、天理西の4校によるトーナメント

で開催しました。結果は天理が河合二を64－0で破り優勝、

2位河合、3位が郡山という結果でした。

●年度が変わり、2023年（令和５年）４月30日、5月5日に

開催した奈良県中学生選手権大会はvスクールから奈良ジュ

ニアラグビースクール（以降、奈良Jｒ）、奈良北ジュニア

ラグビースクール（以降，奈良北Jｒ）の２チームの参加が

あり、河合二、郡山、天理西の公立3校の合同チームと天理

による４チームによるトーナメント戦で行いました。

●１回戦は、天理が奈良北Jｒを48－0で、奈良Ｊｒが公立合同

を20－7で下しました。2日目は天理が奈良Jｒを41－5で下し

優勝しました。

●奈良県中学校選抜チームの活動については、2023年（令和５

年）７月に岐阜県数河高原で開催された第44回関西中学生大会

に奈良県中学校選抜Ａチームが、同じく第25回関西中学生ラグ

ビーフットボールジャンボリーに奈良県中学校選抜Ｂチームが

出場しました。選抜Ａチームは大阪府スクール選抜、愛知県中

学選抜、京都府スクール選抜と対戦、選抜Ｂチームは、京都府

スクール選抜、京都府中学校選抜Ｂ、愛知中学校選抜Ｂと対戦

し、結果こそ顕著なものではありませんでしたが、合同チーム

で練習し、戦ったこの経験は今後のプレーヤーとして、また学

校生活の中で必ず役に立ててくれることと思います。

●奈良県中学校では部活動の地域移行の流れの中で各チームの人

数もますます減少傾向にあります。一方、協会主催の試合の

みならず、中体連主催の試合においても地域のクラブ（スクー

ル）チームが参加できるようになってきました。Ｕ－15カテゴ

リーの選手にとって試合や合同練習の機会が多くなったことは

事実ですが、学校の部活動の受け皿となってチームで練習でき

る環境はまだまだ十分とは言えません。今後学校と地域が一体

となって子どもたちが身近に練習でき、ラグビーを通してチー

ムでプレーすることのすばらしさや楽しさを感じられる環境が

確保し続けられることを希望します。今後ともチームを超えて

奈良の中学ラガーマンを応援していただき，中学時代はもとよ

り、中学卒業後の活躍にも注目していただき，ご協力いただけ

ればと思います。
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●本年度からクラブ理事を務めさせて頂きます山本と申しま

す。若輩者ではございますが宜しくお願い致します。

●2022年度もコロナ禍の中、奈良リーグ、近畿リーグが行

われました。

●奈良リーグは各チームの都合上、教校上総グランドが使用

できなくなったなどの理由か　　

　ら、交流戦という形で開催しました。

●奈良リーグの戦績から平城クラブ（前ノッコンクラブ）が

来る9月9日､10日の岡山県美作で開催される関西クラブ大

会に出場します。

●近畿リーグではNMCがカテゴリーCに参戦し、6チーム中

４位の成績でした。

●シニアラグビーに関しても積極的に試合をしており、各ク

ラブチームの40代以上が集まり、「奈良シニア」として

活動しています。毎年、７月初旬に菅平で行われている惑

大会にも、関西からの常連チームとして「鹿惑」のニック

ネームのもと、初心者も含めラグビーを楽しんでいます。

●若手選手、シニア選手とも横の繋がりが濃い奈良クラブラ

グビーの中で、親世代が「ラグビー」という競技を嗜み、

「品位･情熱･結束･規律･尊重」を子供に伝えていく、そん

な環境ができればと思っております。

●長きにわたり、奈良クラブラグビーを牽引してこられまし

た、奈良リーグ会長の藤原一人様がお亡くなりになられま

した。ここに生前のご活躍を称え藤原会長の紹介をさせて

頂きます。

●昭和55年　奈良教育大のOBチームとして天平クラブ

を結成、以後、プレーヤー､監督、部長、代表を務め

られる。

　昭和63年　奈良教育大ラグビー部監督に就任、

　　　　　　 晩年は総監督、代表として務められる。

　平成2年　  天平クラブのニュージーランド遠征を

　　　　　　 プロデュース

　平成3年　  奈良ラグビーリーグ会計監査に就任、

　　　　　　 以後競技委員を務められる。

　平成12年　奈良県協会クラブ理事に就任

　平成14年　奈良県協会レフリー委員会副委員長に就任

※レフリー委員として、昭和59年開催の

  「わかくさ国体」前から活動

　平成16年　関西･一宮テンズ大会の奈良選抜監督を

　　　　　　平成20年まで務められる。

※関西･一宮テンズでは、第3回から

　最終第13回までお世話頂く。

　平成30年　奈良ラグビーリーグ会長に就任

●常々、「レフリーおらなラグビーできん」と、各チー

ムのレフリー育成に積極的にお声がけしておられ、グ

ランドでは各チームの品位、規律について戸惑うこと

なく指導され若い選手にも積極的にお声がけされてい

ました。「わしら年寄りはもうゴルフだけやから若

いの頑張って」とおっしゃっておられた事を思い出

します。藤原会長の意思を受け継いでいきたいと思

います。

　ご冥福をお祈り致します。

山本　雅史クラブ
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　奈良教育大学のラグビー（天平クラブ含む）を大きく発展

させ、奈良ラグビークラブチームを牽引し続けてこられた藤

原一人さんのご逝去を悼み、心よりご冥福を申し上げます。

　藤原さんが奈良教育大学ラグビー部の監督に就任いただ

いたのは、おそらく私が大学に入学した１９８０年頃であった

と記憶しています。その頃、奈良教育大学ラグビー部はい

わゆる低迷期で、１９８０・８１年度の２年間にわたり公式リー

グ戦ではたったの１勝すらあげることができませんでした。そ

んなできの悪い私たちに対しても藤原さんは、決して結果だ

けを責めるようなことはされませんでした。それどころか「楕

円球はどっちに転がるかわからんからおもろいねん。だから

この一瞬を精一杯やるんや。誰のせいにもしたらあかん。結

果は結果、精一杯やってあかんかったら明日またやったらえ

えねん。」と常にラグビーに対する向き合い方を語って下さっ

ていました。

　その後私たちが、自ら考え、自ら課題を整理し、自らの練習、

自らのプレーに自信が持てるチームへと変容していくことがで

きたのも藤原さんのおかげです。その後１９８２年度の秋の

リーグ戦は４勝４敗、１９８３年度は７勝２敗へと大きく躍進す

ることができました。「かまへん、かまへん。大丈夫や。」「完

璧やなあ。おまえらすごいぞ。」「おまえが行くんや。おまえ

が行ったら誰にもとめられへん。」「そうや、そこへ蹴ったらえ

えねん。ほらみてみ、俺の言ったとおりや。やるなあ。」試

合中グランドに藤原さんの甲高い声が響き渡ります。「実力が

四分六なら気合いで勝てる」そんなスーパーポジティブな言

葉に乗せられ、弱小の私たちが『あれよあれよ』と勝ち進

む様を当時私たちは藤原マジックと呼んでいました。１９８４

年度、第２２回近畿地区国立大学大会（通称近国）では

神戸商船大・滋賀大・大阪教育大を破り、優勝。１９８５

年１月には第２０回全国教育系大学大会においては、優勝

候補とされていた東京学芸大に勝利したものの、決勝で惜

しくも文教大に敗れ準優勝。

　また、１９８０年に奈良教育大学ＯＢが主体で結成し奈良

リーグに加盟した天平クラブも数年後にはＢリーグからＡリー

グへ昇格。１９９３年岡山県美作で行われた第４回関西協会

クラブチームラグビーフットボール大会に奈良県代表として初

出場し、プレートトーナメントＡブロックで準優勝。　その後

関西協会クラブチーム大会には常連チームとなりました。

　１９９０年には、藤原監督がさまざま難しい調整を図って下

さり、天平クラブとしてニュージーランド遠征を行いオークラン

ドのＭassey Rugby Club と親善交流試合を実現すること

ができました。当時としては一クラブチームの海外遠征は画

期的なことでした。試合には敗れはしたもののこのような貴

重な経験が実現できたのも藤原監督の「おもろいことこそ真

面目に必死になってやるんや。」というある意味型破りな発想

と常に前向きにチャレンジするという考えの結晶であったと思

います。

　もう一つ私たちとって忘れることのできない出来事がありま

す。１９８３年９月、奈良教育大学グランドでの練習中、突

然の落雷により３回生植村雅一君がこの世を去りました。あ

れから４０年近く毎年命日には欠かさず当時のメンバーが彼

の墓前で手を合わせています。もちろんその中には藤原さん

の姿もありました。昨年９月、ステージ４の胸腺癌の宣告を

受け抗がん剤治療行っている身でありながら、医者に許可

をもらい、元気にその姿を見せてくれました。その時も「最

期まで前向きに生きること、人生おもしろく生きること、『遊戯

三昧　遊戯自在』を貫くこと」を語り尽くしてくれました。

　藤原さんのご葬儀は故人の意向により家族葬であったた

め、参列はできませんでしたが、棺の中の白装束（旅立ち

の衣装）は奈良教育大学ラグビー部のエンブレムの入った

紺のブレザーとネクタイ姿であったと伺っています。藤原さん

のラグビーへの愛情・情熱を私たちはそれぞれに指導者と

してまた自身の生き方として胸に刻みながら今後の人生を前

向きに歩んでいくことをお約束いたします。藤原さん、今ま

でありがとうございました。

　『遊戯三昧　遊技自在』　合掌

奈良教育大学１９８３年度卒業　岡田寛人

藤原一人さんを偲んで
　（元協会理事、奈良ラグビーフットボールリーグ会長）
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2． 2023年度　奈良リーグ役員

会　　長   藤原  一人　　   　　　　　 

事務局長   西口  仁志（奈良県協会理事）

競技委員長  立道  尚久                 

庶　　務（兼競技委員） 松岡  実（奈良県協会理事）

庶　　務（兼競技委員） 安藤  十悦

会　　計（兼競技委員） 天羽  吾路　　　　　　

書　　記（兼競技委員） 吉松  浩

競技副委員長  木村  隆太郎　　　       

競技副委員長  四ツ井  田心雄                 

競技副委員長  山本  雅史                     

競技委員   各チーム代表

会計監査   安藤  十悦、　松永  洋司（新任）

奈良リーグ会長　藤原  一人

2022年度リーグの試合結果

天理教校

ＷＥＳＴ

HSグランパス

ＷＥＳＴ

天平・ＮＭＣ・桜井・他

ノックオンクラブ

ＮＭＣ

ＷＥＳＴ

ＮＭＣ
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7
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VS

コロナの為中止

VS

VS

VS
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VS
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ー

0

0

33

21
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HSグランパス

天理教校

ノッコンクラブ

ノッコンクラブ・他

天理教校

ノッコン・天平・ＷＥＳＴ・桜井

天理教校

ノッコンクラブ

天大白川Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

親里Ｇ

※2022 年度は全試合交流戦の為、順位無し



２．会議、委員会開催状況
令和４年４月９日          理事会

令和５年１月14日 理事会

3．出張、派遣等
令和４年５月9‒10日 　関西一宮セブンス   愛知一宮

５月24日 　関西協会理事会   （大阪）
６月４日 　関西協会会長・理事長会議　　　　　　　　
  　国体近畿ブロック大会抽選会  （大阪） 
６月25‒26日 　関西ミニラグビージャンボリー大会 （淡路佐野運動公園）
７月３日 　都道府県理事長ミーティング  （東京） 
７月29‒31日 　関西中学生大会・記録収集　　　　　　　
  　関西スクールジャンボリー大会  岐阜県数河高原
８月19日 　関西協会理事会   （大阪）　
８月27日 　近畿２府４県会長会議  （京都）
12月12日 　都道府県理事長会議   オンライン

令和５年２月25‒26日 　全国タグラグビー選手権大会  埼玉県熊谷ラグビー場
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１．会員数（４0）　　個人登録（1,934名）

〔内訳〕

　カテゴリー           　　  会　　員　　名                 　   　会　　員　　名         

　大　学　 ４  天　 理 　大　 学  奈 良 教 育 大 学  

登録数  ２２０人  奈 良 医 科 大 学  帝  塚  山  大 学

      

　高　専 　１  奈 良 工 業 高 専

登録数    ２４人

　高　校　８  畝　 傍 　高   校   王 寺 工 業 高 校

登録数  ３３０人  御 所 実 業 高 校   高　 田 　高 　校

   奈 良 朱 雀 高 校   天　 理　 高 　校

   天 理 高 校 二 部   天 理 教 校 学 園 

                    

　中　学　５  天　理  中 学 校   天 理 西 中 学 校

登録数   １０６人 郡　山  中 学 校   河 合 第 二 中 学

  （指導者含む）  御　所  中 学 校 

 スクール　１２  やまのべラグビー教室  生駒少年ラグビークラブ

登録数   1,016人 前栽少年ラグビースクール 桜井少年ラグビースクール

  （指導者含む）  広陵少年ラグビークラブ  大和郡山少年少女ラグビｰスクール

   橿原ラグビースクール  キッズラグビーと り み

   奈良スクールジュニア  ＴＲＣジュニアスクール 

   asukaラグビースクール  奈良北ジュニアラグビークラブ

　クラブ　 １０  天　 理　 教　 校  セ ン ト ボ ー イズ 

登録数   ２３８人 Ｗ   Ｅ   Ｓ   Ｔ   ノ ッ コ ン ク ラ ブ

   奈 良 ムースク ラ ブ  生　駒　ク ラ ブ

   Ｈ・Ｓ グランパス  桜   井　ク ラ ブ

   天　理 オールドベア  天　平　ク ラ ブ             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合  計    1,934人

令和5年度　奈良県ラグビーフットボール協会総会  令和５年５月14日（日） 開会  ９時30分～ 天理市川原城会館

令和4年度事業報告

4．講習会、研修会開催状況
（Ａ）安全・インティグリティー講習会 オンライン講座・アンケート提出
（Ｂ）レフリー春季研修会  中止
（Ｃ）Ｃ級レフリー認定講習会　……………… 令和4年6月19日　開催　5名参加　
（Ｄ）ＭＲＲ認定講習会　……………………… 令和4年11月27日、令和5年3月5日開催　19名参加  
（Ｅ）セーフティーアシスタント認定講習会 オンライン講座　
（Ｆ）スタートコーチ講習会  オンライン講座
（Ｇ）関西協会ﾗｸﾞﾋﾞｰｽｸｰﾙ指導者講習会 中止
（Ｈ）ｽﾀｰﾄｺｰﾁﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ講習会  オンライン講座 

5．2022‐23シーズン　医務委員会活動報告（ドクター担当）
令和４年度奈良県協会　医務委員メンバー：13名

ICIRレベル２有資格者＊（4名）　　大学チームドクター：4名

　中山正一郎＊（医務委員長）・次橋幸男（副委員長）

　宗本充＊（救護対策委員長）・篠原靖司＊

　田中寿典＊・秋山晃一・太田一郎・齋藤裕司

　藤田茉莉子・山本亮・中本佑輔・岡本公一・西村理

第1回奈良県ジュニアラグビー大会兼太陽生命カップ予選

　5月8日（日）天理親里ラグビー場　14時半　KO

　奈良ジュニアラグビー　vs　奈良北ジュニアラグビー

　　（20分ハーフ）岡本（宗本）

2022 Rugby Spring Carnibel in NARA  6月5日（日） 天理親里ラグビー場　

　　奈良ジュニアRS　vs　東大阪KINDAIクラブJRS　11時KO　 

　　天理大学　vs　慶応義塾大学　13:00KO　太田　山本　中山（観客対応）

関西女子中学生大会・U12女子　関西協会主催    天理親里ラグビー場

　6月18日（土）8時半～16時　　宗本　　

　6月19日（日）8時半～16時　　藤田

関西大学Aリーグ　　天理親里ラグビー場

　10月 2日（日）　天理大学 vs 関西大学　15：00  KO

　　　　　　　　　　　太田　次橋　宗本（観客対応）

　10月23日（日）  天理大学 vs 摂南大学　11：45　KO　 

　　　　　　　　　   近畿大学 vs 関西大学　14：00  KO

　　　　　　　　　　　田中　藤田　中山（観客対応）

関西女子ジュニア・中学生大会　　天理親里ラグビー場

　10月15日（土） 関西U12女子ラグビー交流戦＆関西女子中学大会 ： 藤田

　10月16日（日） 全国ジュニアラグビー12人制　関西地区予選 ： 中本

全国高校大会予選

　11月 6日（日）　全国大会予選　1回戦　 天理親里　　中本　太田　

　11月13日（日）  全国大会予選　準決勝　御所朝町　　秋山　田中

　11月20日（日）  全国大会予選　決勝　　橿原公苑　　中山　岡本

近畿中学生大会　　親里競技場

　10月30日（日）  近畿中学大会　11時から4試合（20分ハーフ） 次橋　宗本

　11月 6日（日）  近畿中学大会　10時から2試合（20分ハーフ）  山本

　11月13日（日） 近畿中学大会　13時から1試合（20分ハーフ）  山本

全国高校ラグビー大会（R4/12/27～R5/1/7）：花園ラグビー場

　中山・宗本・篠原・田中・斎藤・秋山・次橋・藤田

高校代表合宿サポート（後方支援依頼：天理よろず病院）：日本協会から依頼

　2/22～2/25：天理大学グランド

第19回全国小学生タグラグビー大会近畿ブロック予選　　天理親里ラグビー場

　1月22日（日）　　終日　　太田　　

第15回追加関西ミニ・ラグビージャンボリー交流大会　橿原運動公園

　2月23日（祝）　　終日　　田中　

近畿公立高校大会：親里  3月18日（土）　篠原　藤田 

                                   3月19日（日）   次橋   岡本　　

普及指導講習会　：親里  3月25日（日）  中本　宗本   延べ33名  19日

５月14日 理事会
５月15日 会員総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５月11日 令和４年度競技団体ヒアリング　　　  橿原公園会議室
６月11日 理事会
７月９日 理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
９月10日 理事会
10月８日 理事会
10月22日 「第85回国民スポーツ大会・第39回全国障がい者スポーツ大会奈良県準備委員会」
　　　　　　　　打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀の湯ホテル
12月10日 理事会
12月20日 令和４年度競技団体ヒアリング　　　　　　　　　　橿原公園会議室

２月11日 理事会
３月９日 奈良県スポーツ安全保険説明会
  令和５年度奈良県スポーツフェスティバル説明会　　　 ホテルリガーレ春日野
３月11日 理事会
３月13日 奈良県ガバナンス説明会　　　   ホテルリガーレ春日野
３月16日 日本協会ガバナンス説明会　　　   オンライン
４月20日 令和４年度会計監査　　　   天理教宇佐詰所　
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令和５年度　奈良県ラグビーフットボール協会総会

６．各大会の戦績
（Ａ）第３７回奈良県中学生大会 （令和4年4月24日～5月6日）  天理白川Ｇ、天理中学校Ｇ

奈良ＪＲＳ
24 12

4/29
5 12 80 0 5 58

4/24
68 0

天 奈良ＪＲＳ 郡 奈良北 河
理 山 ＪＲＳ 合
中 中 二

第１位 奈良ＪＲＳ ２位 河合第二中学校 ３位 天理中学校
エキシビジョンマッチ 奈良ＪＲＳＢ 0 ̶ 39 天理西中学校 4/24

天理西中学校 7 ̶ 45 郡山中学校 5/4

5/6

天 理 御所実業 奈良朱工 合 同 天理二部
天 理 24 - 19 102 - 0 79 - 0 132 - 0
御所実業 19 - 24 52 - 7 38 - 7 56 - 7
奈良朱工 0 - 102 7 - 52 7 - 5 17 - 12
合 同 0 - 79 7 - 38 5 - 7 12 - 5
天理二部 0 - 132 7 - 56 12 - 17 5 - 12

第１位 天理高校 第２位 御所実業 第３位 奈良朱雀・商工
第４位 合同（高田・畝傍・王寺工業）第５位 天理二部

＊第1位、2位は全国大会県予選シード校となる

（Ｂ）令和４年度奈良県高校新人大会（令和4年4月17日～ 5月23日） 天理高校Ｇ 他

（Ｃ）アシックスカップ第９回全国高校７人制大会奈良県予選　（令和4年5月29日） 御所実業高校Ｇ

（Ｄ）第７５回奈良県中学校総体（令和4年8月21日､28日）天理親里ラグビー場

優勝 天理高校
14 15

0 40 7 29

7 ‒ 40 38-14 27-5
畝 天 御 奈 天 天 高

理 所 良 理 田

二 実 朱 教 王

傍 部 24 業 工 14 校 理 寺

21 22

天理中学校
28 5

69 0 0 90

天 郡 天 河
理 合

理 山 西 二

優勝 天理中学校 ２位 河合第二中学校 ３位 郡山・天理西中学校

＊天理中学校と河合第二中学校は近畿大会へ出場

（Ｇ）SMBCカップ第１９回全国小学生タグラグビー選手権大会奈良県予選（令和4年12月4日）天理親里ラグビー場

・３．２．１年生 幼児 女子（令和4年11月27日） 天理親里ラグビー場

３年生 Ａ １位 生駒Ｂ ２位 やまのべＡ ３位 広陵Ａ

Ｂ １位 広陵Ｂ ２位 生駒Ａ ３位 とりみＡ ４位 やまのべＢ

２年生 Ａ １位 とりみＢ ２位 やまのべＣ ３位 生駒Ａ

Ｂ １位 生駒Ｂ ２位 やまのべＢ ３位 橿原

Ｃ １位 広陵Ｂ ２位 とりみＡ ３位 桜井

Ｄ １位 やまのべＡ ２位 生駒Ｃ ３位 前栽 ４位 広陵Ａ

１年生 Ａ １位 桜井 ２位 とりみ ３位 やまのべＡ

Ｂ １位 やまのべＢ・橿原 ３位 生駒 ４位 広陵

女子タグＡ １位 とりみ・桜井 ３位 やまのべＡ

Ｂ １位 広陵 ２位 やまのべＢ ３位 生駒

幼 児 Ａ １位 橿原 ２位 生駒・広陵Ａ
Ｂ １位 とりみ ２位 やまのべ ３位 広陵Ｂ ４位 桜井

ママタグ １ 位 桜井 ２位 とりみ ３位 やまのべ ４位 広陵

トーナメント戦 優勝 前栽コネクトA ２位 飛鳥タグA ３位 広陵タグ

延長戦の結果
3 6 3＋1 3 コネクト

7 5 8 2 8 3 6 2

都 柳 飛 佐 コ 飛 広 済
ネ

跡 本 鳥 保 ク 鳥 陵 南
Ａ Ａ Ａ Ａ ト Ｂ Ａ Ａ

（Ｅ）第102回全国高校ラグビーフットボール大会奈良大会
　　　　　　　　　　　　　（令和4年11月6日､13日、20日） 天理親里ラグビー場橿原陸上競技場他

優勝 天理高校 ４年ぶり64回目
15 7

109 0 0 73

17 ‒10

天 合 天 奈 御
理 良 所
二 朱 実

理 同 部 工 業 ＊合同…高田・畝傍・王寺工業

（Ｆ）第４２回ミニラグビーカーニバル

29

・５．６．1年生 （令和4年12月18日）天理親里ラグビー場

６年生Ａ １位 とりみ ２位 前栽 ３位 桜井 ４位 生駒

Ｂ １位 広陵 ２位 やまのべ ３位 橿原 ４位 郡山

５年生Ａ １位 とりみ ２位 桜井 ３位 生駒 Ａ

Ｂ １位 やまのべ ２位 橿原 ３位 生駒 Ｂ

Ｃ １位 前栽 ２位 広陵 ３位 郡山

４年生Ａ １位 とりみＡ ２位 やまのべＢ ３位 橿原 ４位 桜井

Ｂ １位 前栽 ２位 やまのべＡ ３位 広陵 Ｂ ４位 郡山

Ｃ １位 広陵Ａ ２位 とりみＢ ３位 生駒
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（Ｈ）第３８回奈良県中学校新人大会（令和5年1月21日） 天理白川グランド

（Ｊ）第７３回近畿高校大会奈良県予選（令和4年12 月12日～令和5年1月29日） 天理高校他

（Ｍ）第11回奈良西ライオンズカップ・ミニラグビー大会（令和5年2月11日）

（Ｎ）令和４年度奈良リーグ試合結果

（Ｏ）奈良リーグシニア大会（天理親里ラグビー場）

天理中学
64 0

12 43 33 5

郡山中学 天理中学 河合第二中学 天理西中学

59 0
郡山中学

優勝 天理中学校 第２位 河合第二中学校 第３位 郡山中学校

リーグ戦
12月18日 合 同 ２６ ̶ ２２ 天理二部 天理高校グランド
12月25日 奈良商工 ５ ̶ ８ 合 同 奈良商工グランド
1月22日 天理二部 １５ ̶ ５ 奈良商工 天理高校グランド

代表決定戦

1月29日 天理高校 １２０ ̶ ０ 合 同 天理高校グランド
合同…畝傍・高田・王寺工業

＊天理二部の棄権により 天理高校と御所実業高校が近畿大会に出場

（Ｋ）第５回奈良県ミニラグビースクール交流会（令和5年5月28日） 天理親里ラグビー場

（Ｌ）2022年度奈良県ラグビースクール卒業試合（令和5年3月5日） 天理親里ラグビー場

６年生Ａ １位 生駒 ２位 郡山 ３位 橿原
Ｂ １位 とりみ ２位 前栽 ３位 広陵 ４位 桜井

５年生Ａ １位 生駒 ２位 とりみ 橿原

Ｂ １位 やまのべ ２位 広陵 ３位 桜井 ４位 前栽

４年生Ａ １位 広陵Ｂ ２位 やまのべＢ ３位 郡山

Ｂ １位 橿原 ２位 とりみＡ ３位 広陵Ａ ４位 桜井

Ｃ １位 やまのべＡ ２位 とりみＢ ３位 前栽 ４位 生駒

３年生Ａ １位 広陵Ａ ２位 とりみ ３位 生駒Ａ

Ｂ １位 生駒Ｂ ２位 広陵Ｂ ３位 やまのべ

２年生Ａ １位 asuka ２位 とりみＢ ３位 生駒Ａ

Ｂ １位 生駒Ｃ ２位 前栽 ３位 とりみＡ

Ｃ １位 広陵 ２位 やまのべＡ ３位 生駒Ｂ

Ｄ １位 やまのべＢ ２位 橿原 ３位 桜井

１年生Ａ １位 桜井 ２位 橿原 ３位 広陵

Ｂ １位 やまのべ ２位 生駒 ３位 とりみ

女子タグＡ １位 生駒Ｂ ２位 桜井 ３位 とりみ

Ｂ １位 広陵 ２位 やまのべ ３位 生駒Ｂ

幼 児 Ａ １位 橿原 ２位 とりみ ３位 生駒 ４位 広陵Ａ

優勝 とりみＡ
7 6

2 8 18 1

7 2 1 9 15 1 6 7

前 郡 広 と 橿 桜 生 と
り り

栽 山 陵 み 原 井 駒 み
Ａ Ｂ

4 11 8 5

４年生Ａ １位 とりみＢ ２位 橿原 ３位 やまのべＢ ４位 やまのべＡ
４年生Ｂ １位 広陵Ｂ ２位 生駒 ３位 桜井 ４位 郡山
４年生Ｃ １位 広陵Ａ ２位 前栽 ３位 とりみＡ

５年生Ａ １位 広陵 ２位 生駒 ３位 橿原 ４位 郡山
５年生Ｂ １位 やまのべ ２位 桜井 ３位 とりみ ４位 前栽

６年生Ａ とりみＡ ２位 広陵 ３位 前栽 ４位 橿原
６年生Ｂ とりみＢ ２位 生駒 ３位 桜井 ４位 郡山

2023. 2. 12 最終結果

10月2日 天理教校 ２４ ̶ １０ ＷＥＳＴ 天理白川グランド

11月20日 天理教校 ４５ ̶ ７ ＨＳグランパス 天理親里ラグビー場

12月25日 ＷＥＳＴ ７ ̶ ６８ ノッコンクラブ 天理親里ラグビー場

1月29日 天平・ノッコン・桜井・ＷＥＳＴ ０ ̶ ６３ ＮＭＣクラブ 親里R

1月29日 天理教校 ０ ̶ ５２ ノッコンクラブ 天理親里ラグビー場

2月12日 ＷＥＳＴ ２７ ̶ ３３ 天理教校 天理親里ラグビー場

2月12日 ＮＭＣ ２０ ̶ ２１ ノッコンクラブ 天理親里ラグビー場

＊今期は全試合交流戦とし、順位はつけない。

2月26日 奈良リーグシニア合同 １９ ̶ ３６ ゴールドクラブ（大阪）

７．地区大会・全国大会戦績

　（Ａ）第１３回関西一宮セブンズ　令和4年5月14日（土）・15日（日） （愛知・一宮市光明寺公園球技場） 

　　　　　予選リーグ　グループＣ
　　　　　　　　１回戦　　令和4年5月14日　　奈良選抜　37 －  5　 福井選抜
　　　　　　　　２回戦　　令和4年5月14日　　奈良選抜　 0 － 38　愛知選抜
　　　　　カップトーナメント
　　　　　　　　１回戦　　令和4年5月15日　　奈良選抜　10 － 26　大阪選抜
               　　　
  （Ｂ）関西大学リーグ

　　　《春季リーグ》
　　　　　２回戦　令和4年5月22日　　  天理大学　57 － 12 　関西大学
　　　　　準決勝　令和4年6月12日　　  天理大学　43 － 19 　近畿大学
　　　　　決　勝　令和4年7月 3日　　　天理大学　31 － 31 　京都産業大学 　  同校優勝

　　　《Ａリーグ》　天理大学　　勝ち点２５　（５勝２敗）　２位

　　　《関西ジュニアリーグ》　天理大学　　勝ち点３３　（７勝）　１位 
        　
　　　《Ｃリーグ》　帝塚山大学　　C1リーグ　３位　（３勝１敗１分）
　　　　　２次ﾄｰﾅﾒﾝﾄ　帝塚山大学　　不戦勝　　佛教大学　（C1リーグ３位） 
　　　　　順位決定戦　帝塚山大学　　34 － 12　滋賀大学　（C2リーグ３位） 　１位
      　　　　　　　
　　　《Ｄリーグ》　奈良教育大学　１勝４敗　　３位     
　　　　　　　　　　　
 （Ｃ）近畿クラブリーグ

      　  《カテゴリーＣ》　奈良ムースクラブ　　勝ち点９　（２勝３敗）　　４位
　　　　　
 （Ｄ）第７７回国体近畿ブロック大会　令和4年8月25日・27日（京都山城運動公園）
   
　　　　少年の部  Bブロック
　　　　　　　　１回戦　　令和4年8月25日    奈良県  16 － 13   京都府
　　　　　　　　決勝戦　　令和4年8月27日    奈良県   0 － 35   兵庫県

　　　　成年の部  Aブロック
　　　　　　　　１回戦　　令和4年8月27日    奈良県  19 － 24   兵庫県
　　　　　　　　２勝戦　　令和4年8月27日    奈良県   5 － 32   大阪府



3332

８．令和4年度奈良県代表選手

令和５年度　奈良県ラグビーフットボール協会総会

（Ｅ）第５９回全国大学選手権　令和4年11月19日～令和5年1月8日（大阪花園ラグビー場他）

  　　　３回戦　令和4年12月11日　　天理大学　22 － 50　筑波大学（関東対抗戦）

 （Ｆ）第３３回関西クラブラグビーフットボール大会 令和4年9月10日・11日　（岡山県美作ラグビー場）ブロックＣ
　
　　　　１回戦　令和4年9月10日　　奈良ムースクラブ　43 －  7　　さぬきラガークラブ
　　　　決勝戦　令和4年9月11日　　奈良ムースクラブ　28 － 31　　レークサイドクラブ    
          
 （Ｇ）第５９回近畿高等専門学校大会　令和4年11月12日（大阪鶴見緑地グランド）
　
　　　　決　勝　令和4年11月12日　奈良工業高専　28 － 22　神戸市立工業高専　優勝 
 
 （Ｈ）第５３回全国高専ラグビー大会　令和5年1月4日,5日、7日,9日（神戸ユニバー競技場）

　　　　２回戦　令和5年1月5日　　奈良工業高専　14 － 15　仙台高専名取キャンパス

 （Ｉ）第9回全国高校７人制大会　令和4年7月16日～18日（長野県菅平高原）

       プールＬ　　
　　　１回戦　令和4年7月16日　天理高校　33 －  0　土佐塾高校 （高知）
　　　２回戦　令和4年7月16日　天理高校　12 － 28　國學院栃木高校（栃木）　予選２位

　　プレートトーナメント
　　　１回戦　令和4年7月17日　天理高校 　12 － 19　 城東高校（徳島）
　　　敗者戦　令和4年7月17日　天理高校 　31 － 12　 コザ高校（沖縄）
　　　9位決定戦　〃　　  　　　天理高校 　28 － 5　  近大和歌山高校（和歌山）
              　           
 （Ｊ）第１０２回全国高校大会　令和4年12月27日～令和5年1月8日（東大阪花園ラグビー場）
      
　　　２回戦　　令和4年12月30日 　 天理高校　29 － 15　 青森山田高校（青森）
　　　３回戦　　令和5年　1月 1日 　 天理高校　15 － 8　   石見智翠館高校（島根）
　　　準々決勝　令和5年　1月 3日  　天理高校　8 － 5　    長崎北陽台高校（長崎）
　　　準決勝　　令和5年　1月 5日 　 天理高校　12 － 26　 報徳学園高校（兵庫）  ３位

 

  （Ｑ）第１５回関西ミニ・ラグビージャンボリー交流大会　令和4年6月25.26日（佐野運動公園）

　　　　とりみ　　 55 － 10　 北神戸 　　とりみ　　10 － 30　京都西
　　　　生　　駒　  5 － 75　 八　尾 　　生　　駒　15 － 20　箕　面  
　　　　前　　栽　25 －   5　 松　山 　　前　　栽　40 － 15　城　陽
　　　　やまのべ　 10 － 30　大阪中央 　　やまのべ　15 － 15　阿倍野

 （Ｒ）第１５回関西ミニ・ラグビージャンボリー交流大会追加大会　令和5年2月23日（橿原市ヤタガラスF）

　　　　前　栽　  5 － 45　吹　田   前　栽　25 －  0     川西市
　　　　生　駒　10 － 50　大和・守口  生　駒　 5  － 60   兵庫県
　　　　とりみ　15 － 30　東大阪KINDA  とりみ　15  － 55   西宮甲東
                                    　
 （Ｓ）SEINANラグビーマガジンカップ関西ミニ・ラグビー大会2022　令和4年10月29日（J-GREEN堺） 
 
　　　　ブロックＧ　　前　栽　　　  5 － 40 　吹　田  前　栽      　25 －  0 　川西市
　　　　ブロックＥ　　大和郡山市　35 － 15 　芦　屋  大和郡山市　 0 － 40　みなと　
　　　　　　　　　　  生　駒　　　  0 － 75 　吹　田  生　駒      　30 － 10　伊　川

 （Ｔ）ＳＭＢＣカップ第１９回全国小学生タグラグビー選手権大会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年2月25.26日（埼玉熊谷ラグビー場）

　　　　グループ２　　１回戦　天理前栽コネクト　1 － 6　青葉西タイタンズ（宮城）　
　　　　　　　　　　  ２回戦　天理前栽コネクト　4 － 4　熊本スポレクレイターズ（熊本）
            　　　　　　　 ３回戦　天理前栽コネクト　5 － 7　鳴門坂東小学校 （徳島）
　　　　　　　　　　  ４回戦　天理前栽コネクト　0 － 5　横浜ヒノタグラグビー（神奈川）

　　　　交流戦　         天理前栽コネクト　2 － 5　財光寺ブラックス（宮崎）

（Ｋ） 第７４回近畿高校大会　令和5年2月20日、23日（和歌山県上富田ラグビー場）
                                                                    
　　１回戦　令和5年2月12日　御所実業　124 －  7　 熊野高校（和歌山）
　　令和5年2月12日　天理高校   　5 － 20　大阪桐蔭高校（大阪）

　　　　　　　
（Ｌ） 第４３回関西中学生大会　令和4年7月30日 ～31日（岐阜数河高原）  

　　Ａグループ　 １回戦　奈良県中学校選抜   19 － 24　兵庫県スクール選抜
　　　　　　　　敗者戦　奈良県中学校選抜   12 － 5　  大阪府スクール選抜
　　　　　　　　敗者戦　奈良県中学校選抜     7 － 47   愛知県中学校選抜

             

 （Ｍ）第２３回関西中学生ジャンボリー大会　令和4年7月30日～31日（岐阜数河高原）

　　　　１回戦　奈良県スクール選抜B　  0 － 109　大阪府中学校選抜Ｂ
　　　　敗者戦　奈良県スクール選抜B　12 － 29　  愛知県中学校選抜Ｂ

 （Ｎ）第１３回太陽生命カップ全国中学生ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ大会　令和4年9月17～19日（埼玉熊谷ラグビー場）

　　　　１回戦　 令和4年9月18日　天理中学校　26 －  5　熊本市立帯山・東部中学校 
　　　　決勝戦　令和4年9月19日　天理中学校 　 5 － 19　茗溪学園中学校　　　２位

                                                   

 （Ｏ） 第７１回近畿中学校大会　令和4年10月30日～11月6,13日（親里ラグビー場）

　　　　１回戦　令和4年10月30日　天理中学校  10 － 34   東海大仰星中学校

（Ｐ）第２８回全国ｼﾞｭﾆｱﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ大会近畿スクールブロック大会予選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年11月19,20日（和歌山県上富田スポーツセンター）

　　　　１回戦　令和4年11月19日　奈良県スクール代表  38 －  0　和歌山県スクール代表
　　　　準決勝　令和4年11月20日　奈良県スクール代表   7 － 19　大阪府スクール選抜

２回戦　令和5年2月23日　御所実業　31 － 41  常翔高校（大阪）

敗者戦　令和5年2月25日　御所実業　 7 － 17   京都成章高校（京都）  

    Ｂグループ　1回戦　奈良県スクール選抜　22  －  8　愛媛県選抜
　　　　　　　２回戦　奈良県スクール選抜　48  －  5　香川・高知選抜
　　　　　　　決勝戦　奈良県スクール選抜　21  － 33　京都府スクール選抜　

　　　　準決勝　奈良県中学校選抜Ｂ　0 － 46　  大阪府中学校選抜
　　　　敗者戦　奈良県中学校選抜Ｂ　0 － 19　  大阪府スクール選Ｂ

ジュニア（スクール）

位置 氏 名 所 属 位置 氏 名 所 属
監督 種 村 和 也 奈良ジュニア 11 安 川 奏 汰 奈良ジュニア
ｺｰﾁ 西本・郡・吉田 奈良ジュニア 12 鳴 川 晶乃介 奈良ジュニア
１ 上 山 諒太郎 奈良ジュニア 13 吉 村 樹 蕾 奈良ジュニア
２ 上 田 隼 平 奈良ジュニア 14 松 並 天 望 奈良ジュニア
３ 西 田 大 吾 奈良ジュニア 15 髙 橋 莉 汰 奈良ジュニア
４ 窪 田 明日斗 奈良ジュニア 16 金 野 梓 大 奈良ジュニア
５ 金 本 征 大 奈良ジュニア 17 中 西 瞭 太 奈良ジュニア
６ 西 本 悠 真 奈良ジュニア 18 奥 田 拓 海 奈良ジュニア
７ 伊 藤 遼 哉 奈良ジュニア 19 松 村 俊之介 奈良ジュニア
８ 波多野 奨 奈良ジュニア 20 平 井 凰太郎 奈良ジュニア
９ 渋 谷 隼 史 奈良ジュニア 21 柳 楽 晢 大 奈良ジュニア
10 本 田 煌 翔 奈良ジュニア 22 西 田 隆太郎 奈良ジュニア

ジュニア（中学校）

位置 氏 名 所 属 位置 氏 名 所 属
監督 吉 田 健 志 郡山中学 11 藤 岡 頒 平 河合第二
ｺｰﾁ 稲 田 賢 寛 ・辻川 正人 12 北 原 翼 天理中学
１ 奥 山 颯汰郎 河合二中 13 小笠原 滉 郡山中学
２ 久 賀 虎ノ介 河合二中 14 中 岡 昇 大 河合第二
３ 山 本 昊 天理中学 15 山 田 義 禮 河合第二
４ 生 野 壱 天理中学 16 小 林 幸 太 天理中学
５ 森 本 樫 大 天理中学 17 土 谷 昊 生 天理西中
６ 久保田 晃 天理中学 18 今 村 隼 人 河合第二
７ 福 岡 昂次朗 河合第二 19 坂 元 颯 天理中学
８ 山 岡 太 陽 郡山中学 20 後 藤 拓 馬 天理中学
９ 石 田 颯 志 天理中学 21 西 啓 太 天理中学
10 筒 井 悠 河合第二 22 野 田 知 郡山中学
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９．令和４年度レフリー認定講習会合格者
　　ＪＲＦＵエディケーター資格  ３名
　　　松岡　実（レフリー委員会） 立川誠道（レフリー委員会） 山下幸司（レフリー委員会）
　　Ｂ級   ２名
　　　松本　和也（前栽少年ＲＳ）　安澤　俊紀（ノッコンクラブ）
　　Ｃ級　 ５名　　　
　　　志岐　遼介（橿原ＲＳ）　島　元弘（やまのべラグビー教室）　梅谷　秀衛（天理高校）
　　　二重　正人（前栽少年ＲＳ）　鉢嶺　雄史（生駒少年ＲＣ）
    　ＭＲＲ（ミニラグビーレフリー）　１９名
　　　岩石  洋一　　矢野　　潤  （生駒少年ＲＣ） 早山　　修　平良　広次 （橿原ＲＳ）
　　　吉長　睦郎　　西岡　　努　　松浦　崇之（広陵少年ＲＣ） 航戸　克裕 （桜井ＲＳ）
　　　稲森　雄大　　中村　和哉 　 仲谷　亨（前栽少年ＲＳ）
　　　板野　智章　　斉藤　重義　  岩本　文男　　山森　直人　　橋本　晶樹　
　　　島田　英明　　（キッズＲとりみ）  林　明大　　奈良　建　（やまのべラグビー教室）　
 

令和５年度　奈良県ラグビーフットボール協会総会

10．中央派遣事業

　　　（Ａ）関西レフリー委員長会議（令和4年4月24日）　ズーム会議　出席者　………   松岡　実

　　　（Ｂ）日本協会レフリングガイドラインについてレフリー委員長会議  （令和4年7月24日）
                                                　　　　　　　　　　　　ズーム会議　出席者　………   立川誠道

　　　（Ｃ）第102回全国高校ラグビーフットボール大会（令和4年12月27日～令和5年1月9日）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レフリー　……………………　飯田真治　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アシスタントレフリー　……  松岡　実   田村智章    天羽吾路    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松永達也　 大石雄一　　安澤俊紀

　　　（Ｄ）2022 年度　日本協会Ａ級資格認定講習会（令和 4年 11月 5日～ 6日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　………   立川　誠道

　　　（Ｅ）2022 年度　リーグワンパネルレフリー研修会（令和 4年 9月 2日～ 3日、12月 3日～ 4日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　………   飯田　真治　　

少年（高校）

位置 氏 名 所 属 位置 氏 名 所 属
監督 松隈 孝照 天理高校 13 田 中 優 也 天理高校
責任者 森 弘暢 奈良高専 14 飛 峪 龍 馬 天理高校
１ 松 沢 和 輝 天理高校 15 木 村 真 生 天理高校
２ 松 隈 孝 成 天理高校 16 髙 島 治 大 天理高校
３ 伏井 大志郎 天理高校 17 中 山 俊 介 天理高校
４ 澤 村 類 天理高校 18 谷井 完太郎 天理高校
５ 北 浦 佑 亮 天理高校 19 瀬 尾 和 義 天理高校
６ 川 越 功 喜 天理高校 20 内 田 涼 天理高校
７ 福 本 結 理 天理高校 21 柴 田 芳 和 天理高校
８ 太 安 善 明 天理高校 22 内 田 旬 天理高校
９ 岩 見 優 太 天理高校 23 前 田 晃 明 天理高校
10 須 田 厳 太 天理高校 24 大 橋 利 玖 天理高校
11 田 仲 功 栄 天理高校 25 原 田 楽 天理高校
12 土 谷 侑 大 天理高校

（成年）

位置 氏 名 所 属 位置 氏 名 所 属
監督 前 田 準 二 奈良県協会 11 谷 口 清 浩 奈良県協会
責任者 森 弘暢 奈良高専 12 茂 谷 昌 孝 奈良県協会
１ 中 西 建 人 奈良県協会 13 鹿 尾 大 結 奈良県協会
２ 大 橋 樹 奈良県協会 14 石 田 悠 人 奈良県協会
３ 黒 木 蓮 矢 奈良県協会 15 真砂 吉エ門 奈良県協会
４ 小松原 圭輔 奈良県協会 16 塚 本 涼 太 奈良県協会
５ 佐 坂 信 司 奈良県協会 17 櫻 井 正 信 奈良県協会
６ 野 口 昂 成 奈良県協会 18 西 尾 秀 輝 奈良県協会
７ 小 西 大 輔 奈良県協会 19 森 口 修 奈良県協会
８ 上 畠 陸 登 奈良県協会 20 木 村 一 信 奈良県協会
９ 久 保 元 臣 奈良県協会 21 増 田 涼 奈良県協会
10 田 原 寛 章 奈良県協会 22 永 松 燎 奈良県協会

＊スクール 第６回奈良県スクール交流会………5月 27日（土）　5月 28日（日）   平群 SG

  SEINAN ラグビーマガジン CUP・関西ミニラグビー大会 2023　

       9 月 30 日（日）  橿原 G　

  第４３回ミニラグビーカーニバル…………11月 23日（祝）    桜井芝

  第 11 回奈良西ライオンズカップミニラグビー大会　２月４日　ロート F

  奈良県スクール卒業試合……………………３月３日（日）    天理親里

＊ジュニア     

＊タ　グ  第１３回若草杯タグラグビー大会……………… ３月中　　　 天理親里

  第２０回全国小学生タグ奈良県予選……………12月 3日（日）  天理親里 

                                                

＊中学校  第３８回奈良県中学生選手権大会………４月 30日　５月 5.7 日  天理白川 

  第７５回奈良県中学校総体 ①…………… ８月 20日（日）   天理白川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②…………… ８月 27日（日）   天理白川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③…………… ９月３日（日）    天理白川

  第４１回奈良県中学校新人大会……１月 20日（土）　28日（日）   天理白川  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊高　校  令和５年度奈良県高校新人大会………………４月～５月   天理高校他

  第 10 回全国高校７人制大会奈良県予選……５月 28日（日）　  天理高校

  第７６回 奈良県高等学校総合体育大会兼 ① 11 月 5 日（日）  天理親里

  第 103 回全国高校大会奈良県予選  ②…… 11 月 12 日（日）     天理親里

　　　　　　　　　　                                  ③…… 11 月 19 日（日）    橿原公苑Ｇ

                  　 第７５回近畿高校大会奈良県予選……………… 12 月～ 1月   天理高校他

                                                                             

＊クラブ  令和５年度奈良リーグ　……………………… 9 月～ 2 月  県下各地

  奈良リーグ７人制大会    ……………………… 3 月下旬  未　　定

  奈良リーグシニア大会    …………………… …3月下旬  未　　定

＊その他  第 14 回関西一宮セブンス大会 …………………５月  愛知一宮　

  近畿クラブリーグ………………………………… 9 月～ 12 月  天理親里

  トップウエスト …………………………………… 9 月～ 11 月 天理親里

＊主管事業 2023 Rugby Spring Carnival in NARA…………… ６月４日（日）  天理親里

  2023 年　関西大学春季トーナメント……………７月１.２日  天理親里

  関西大学Ａリーグ …………………………………10月 15日他 天理親里

  第 15 回近畿公立高校大会 …………………………3月 23，24日 天理親里　

《講習会、研修会》

＊レフリー委員会

  Ｃ級レフリー認定講習会……………………………………… 未  　定

  新ルール伝達講習会…………………………………………… ７月上旬  天 　 理

  ミニラグビーレフリー認定講習会……………………………５月 28日（日）  平群 SG

＊コーチ委員会

  安全インテグリティ講習会……………………………… オンライン講座

  セーフティーアシスタント認定講習会………………… オンライン講座 

  スタートコーチ認定講習会……………………………… オンライン講座

  Ｃ級コーチ認定講習会  ……………………………………未  　定

  関西協会ラグビースクール指導者講習会………………２月予定  天　理  

  ブラッシュアップ講習会…………………………………  オンライン講座

令和５年度事業計画
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令和５年度  会員数予定　 ３９ 

会　長 　 　土 佐 敏太郎

副会長 　 　森 田  晃 充 　井 筒  梅 夫　 *福 井  正 純

理事長 　 　*山 下  幸 司

書記長 　 　*米 山  博 文

会  計 　 　*西 村  喜 弥

理　事 　 　石 指  宏 通 　泉　　良 彦 　小 松  節 夫 　高 橋  一 博

 　 　田 中  善 教 　種 村  和 也 　中 田　   一 　中 山 正一郎

 　 　松 岡      実 　松 塚  佳 也 　森　　弘 暢 　吉 田   真 一

 　 　* 山 本 雅 史

監　査  　少名子  睦久  　　桑 原   　豊

書　記  　吉 田   　央    　立 川  誠 道  　  川 合  紳 雄  　  吉 田  英 貴

  　澤 田  好 男

安全対策委員長 　宗 本       充

医務委員長 　中山  正一郎

医務副委員長 　次 橋   幸 男　

委　員  　秋 山  晃 一  上 田  裕 一 齋 藤   裕 司 篠 原  靖 司

  　中山 正一郎  宗 本      充 田 中   康 仁 次 橋  幸 男

  　田 中  寿 典  中 本   佑 輔 太 田   一 郎 上 田  周一郎

  　西  村 　 理  藤 田 茉莉子 *齋 藤 謙一郎

　          

    

　　＊は新任

令和５年度役員
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asuka ラグビースクール

奈良北ジュニアラグビークラブ
奈良スクールジュニア
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『奈良ＲＵＧＢＹ』３８号の編集を終えて

　 　機関誌に対するご意見・ご感想を下記にお寄せ下さい。

E-mail:  furunodengon00510@gmail.com

【編集委員】
田中 善教（広報担当理事）　　後藤 典郎　　　後藤 健一　　　AD.design Mint

奈良県内ラグビーグラウンド案内

地区 グラウンド名 住所・交通案内

奈良

帝塚山大学 G
〒631－0062　奈良市手塚山７－１－１　
近鉄東生駒駅より「手塚山大学」行きバスで５分

近畿大学農学部 G
〒631－8505　奈良市中町3327ー204　
近鉄富雄駅より「近畿大学」行きバスで10分

奈良大学 G
〒631－0803　奈良市山陵町1500　近鉄高の原駅より徒歩15分　
または、同駅より「奈良大学前」行きバスで３分

奈良教育大学 G
〒630－8301　奈良市高畑町　
近鉄奈良駅より市内循環バスで10分「高畑町」下車

鴻ノ池陸上競技場
〒630－8108　奈良市法蓮佐保山４－５－１　近鉄奈良駅よりバスで５分、
または、JRなら駅よりバスで10分「市営球場前」下車

郡山 奈良高専G
〒639－1058　大和郡山市矢田町22
近鉄郡山駅より矢田方面行きバスで15分「高専前」下車

天理

天大平等坊G
〒632－0077　天理市平等坊町
近鉄前栽駅より南西へ徒歩１0分

上総 G
〒632－0091　天理市上総町
JR・近鉄天理駅よりバスで10分「上総」下車西へ徒歩５分

天理大学白川G
〒630－8412　奈良市虚空蔵町
JR・近鉄天理駅よりバスで10分「白川橋」下車東へ徒歩35分

白川ダム公園運動場
〒632－0005　天理市楢町895
JR・近鉄天理駅よりバスで10分「白川橋」下車東へ徒歩30分

天理教校学園高校G
〒630－8411　奈良市高樋町　
JR・近鉄天理駅よりバスで10分「白川橋」下車東へ徒歩40分

天理高校G
〒632－8585　天理市杣之内町1260
JR・近鉄天理駅より南東へ徒歩20分

〒632－0032　天理市杣之内町827
JR・近鉄天理駅より南東へ徒歩25分

ラグビー場
〒632－0032　天理市杣之内町
JR・近鉄天理駅よりバスで15分「勾田」下車東へ徒歩10分

桜井 桜井芝G
〒633－0074　桜井市大字芝
JR・近鉄桜井駅より奈良行きバスで10分「大三輪中学前」下車

橿原

畝傍高校G
〒634－0078　橿原市八木町３－１３－２
近鉄八木西口駅より東へ徒歩10分

奈良県立医科大学 G
〒634－8521　橿原市四条町840
近鉄八木駅よりバス５分「小房」下車西へ徒歩５分

奈良県立橿原公苑
陸上競技場

〒634－0065　橿原市畝傍町53　近鉄畝傍御陵前駅より南へ徒歩10分　
近鉄橿原神宮前駅より北へ徒歩10分

御所
御所実業高校G

〒639－2247　御所市玉手300　
JR玉手駅から南へ約500m

御所市民運動公園
〒639－2255　御所市朝町1337　近鉄御所駅より五条行き
バスで15分「小殿」下車　東へ徒歩20分
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発　　　行　　　奈良県ラグビーフットボール協会

URL  http://www.nara-rugby.com

E-mail  mail@nara-rugby.com   
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天理親里

  今年は第１０回 ワールドカップフランス大会の年です。この機関誌が発行される頃には、決勝トー

ナメントが始まっています。日本代表チームが、予選リーグを突破して決勝トーナメントに進出してい

ることを願っております。なお、この日本代表チームのデレクター（ヘッドコーチサポート役のトップ）

の藤井雄一郎さんは、奈良県（天理高校）出身です。

　一方、奈良県のラグビーはどうでしょうか。理事長挨拶にも記されておりますように、奈良県チー

ムはどのカテゴリーにおいても、全国で高いレベルにあります。とりわけ、年末年始に開催された第

102 回全国高等学校ラグビー大会では、天理高校がベスト4（３位）になりました。久しぶりの上位

進出を讃え、特集２を組みました。また、全国中学生大会（太陽生命カップ２０２３）でも天理中学

校がベスト４に入りましたので特集３にしました。

　ただ、高校ラグビーについては気掛かりなことがあります。全国大会の資料を拝見すると、出場

校の部員数にかなりのばらつきがあることです。１００名を超える学校が６校、７０～１００名の学校が

１６校ある一方で、３０名に満たないかあるいはそれに近い学校が１７校あり、二極化の傾向みられ

ます。この状態は何を物語っているのでしょうか。日本ラグビーは、果たしてこの状態でよいのだろう

か気になります。

　今回は、そうした視点に鑑みて、さらに若い世代の人たち、スクールに焦点を当てて特集１にしま

した。期限までに原稿が未着であったチームにつきましては、来年の３９号に掲載したいと思います。

　特集４はリーグワンで優勝しMVＰに選ばれた本県出身の立川理道選手を取り上げました。４年前

のワールドカップで大活躍したことはまだ記憶にあると思います。 

（広報委員長・後藤典郎）

山下 幸司
天理高校　第ニ部内
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